























































を 5 から 7 又は 12 に区切り、その整数倍の周波数の音のみで楽曲が構成されているのは事実で
ある。











































的に 3 和音、特に長 3 和音と短 3 和音および減 3 和音において実施されることが多いが、属 7 和





























　具体的には J. S. Bach の作品が多く、特に 2 声のインベンションやアンナ・マグダレーナの音
楽帳が初心者に用いられることが多い。また J. S. Bach は音楽組成を学ぶコラール、さまざまな
舞曲、またプレリュードやトッカータなどの多種多様な作曲様式や作品スタイルの作品を多く作





　文字での音楽理論書は J. S. Bach の最初の妻の次男である C. P. E. Bach が “Versuch über dis 
wahre Art das Clavier zu spielen” ［Bach, 1753］として細かく記載している。鍵盤楽器の指遣
いに始まり、当時の装飾音の演奏方法や、番号付き低音の演奏方法、また音型による演奏表現に
ついても詳しく述べられている。この著作は、François Couperin “L’art de toucher le cla-



















































































































　　・ ドを親指としたとき、 レ＝人差し指、 ミ＝中指、 ファ＝薬指、 ラ＝小指　4 指と 5 指の拡
張
　　・ ドを親指としたとき、 ミ＝人差し指、 ファ＝中指、 ソ＝薬指、 ラ＝小指　1 指と 2 指の拡
張
　　・ ドを親指としたとき、レ＝人差し指、ミ＝中指、ソ＝薬指、シ＝小指　3 指と 4 指、4 指
と 5 指の拡張
　　・ ドを親指としたとき、レ＝人差し指、ファ＝中指、ラ＝薬指、ド＝小指　3 指と 4 指、4
指と 5 指の拡張
　　・ ドを親指としたとき、ミ＝人差し指、ソ＝中指、シ＝薬指、レ＝小指　2 指と 3 指、3 指









　　・ 響きの具合で 2 度は、順番として最初に履修されないことが多い。また 2 度は一つの指で
奏されることも履修される。
　　　　第 1 段階　・3 度（短 3 度、長 3 度）
　　　　第 2 段階　・8 度（オクターヴ）
　　　　第 3 段階　・4 度　・5 度　・6 度





　　　　第 1 段階　・3 和音（減 3 和音、短 3 和音、長 3 和音、増 3 和音）
　　　　第 2 段階　・7 の和音（減 7 和音、短 7 和音、属 7 和音、長 7 和音






　　　　第 1 段階　 1 つの指を打鍵し保持する中で、①の動作を行う。
　　　　　　　　　例）1 を保持し、2-3-4-5、2-3-5-4、2-4-3-5、e.t.c.
　　　　第 2 段階　2 つの指を打鍵し保持する中で、①の動作を行う。
　　　　　　　　　例）1、3 を保持し、2-4-2、2-4-2-5、2-4-5-4、e.t.c.
　　　　第 3 段階　3 つの指を打鍵し保持する中で、①の動作を行う。
　　　　　　　　　例）1、3、5 を保持し、2-4-2、e.t.c


















　　　　第 3 段階　特定のリズムに変換　♩♪♪、♪♩♪、♪♪♩ e.t.c.
　⑫　リズムの多様性
　　・右手と左手にそれぞれ異なるリズムを同時に行う。
　　　　第 1 段階　基準となる刻みの単位時間は同じもの　（ アクセント等で 3 つずつ、2 つず
つ付けるものを同時に演奏）






































　　・各音程の特徴的な利用を再現　（半音階、各音階、3 度、4 度、5 度、6 度、オクターヴ）





















ンのバラード第 1 番作品 23 ［Cortot, 1929］であれば、最初の部分のアルペジオをまずスケール
として狭い音域に変更して練習を始め、徐々に大きな跳躍のあるアルペジオへと手の伸長を促す
訓練を勧めている。これは Cortot の著作である《ピアノ演奏技術の合理的な原則》 ［Cortot, 





















しても、ツェルニーの 60 番練習曲集作品 365 ［Czerny, 1837］では、更に顕著な例が見られる。
Wiehmayer がその作品から抜粋を行い、具体的な練習方法を記したうえで「多数の変奏と注釈
を加えて」出版した練習曲集 ［Czerny, 1903］では、15 曲を選び難易度が平易に履修できるよう
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ピアノ演奏法における練習曲の教育課題およびその必要性と効果 












50 番の練習曲集 ［Czerny, n.d.］では 6 分冊からなっており、同様にツェルニー8 小節の練習曲 
［Czerny, n.d.］では 4 分冊になっている。これは当時の出版事情により分冊化されたものとも考
えられるが、8 小節の練習曲ではそれだけではなく、明らかに 4 分冊の難易度が異なる。現在の
ツェルニーの出版事情では、各曲に同じ作品番号を付けた後、分冊番号（cahier j を付加するこ
とにより全分冊を合本にして出版されている。またショパンでは作品 10 ［Copin, n.d.］および作









り、作品の最初に 16 回ずつ繰り返す、24 回ずつ繰り返す、などの指示がある。つまり数ページ



























ほとんど最後の作品となる練習曲集第 1 巻、第 2 巻を書き上げることになる。もっともこの構想
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